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ド・ バウロン社、H. オニール社、A. H. キング社な
どが広告を掲載するようになり、既製服店そのもの
が人々に定着していることがうかがえる。また、各
社ともに通信販売において取り扱う商品について詳
しく言及はしておらず、特に限定した服種のみの販
売ではないと考えられる。
また、通信販売は既製服だけにとどまらない。テ
ーラーでも同様の販売制度を確認することができ
る。通常、テーラーは顧客が来店して採寸や細部に
渡る注文を行い、後日商品が完成すると再び来店し
て受け取るという方法をとることとなる。既製服と
異なり、テーラーによる仕立服は顧客が商品を受け
取るまでの間に手間と時間がかかることも特徴のひ
とつであるといえるだろう。また、既製服はその低
価格が最大の魅力であったが、対して仕立服は価格
が若干高めであり、品質やフィット性がセールスポ
イントとなる。最も重要であるともいえる「身体へ
のフィット性」は来店せずに衣服を購入するという
通信販売制度を用いると実現は難しいようにも考え
られる。しかし、「ワールド」紙では1883年の調査
開始当初から各社の広告にmail orderという文章が
確認でき、テーラーにおいても通信販売による衣服
販売が行われていたといえる。1883年当初から広告
を掲載していたテーラーにニコル・ザ・テーラーが
あるが、ほぼ全ての広告の最下部に「サンプルと自
己計測チャートは請求に応じて郵送する」14）（図３）
図３　ニコル・ザ・テーラー
（1883年10月15日）
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という定型文が入っている。テーラーの通信販売は先述のとおり「注文を受けてから作る仕立
服」であるため、まず顧客の身体サイズを計測する必要があった。そこで、広告をみた顧客は
テーラーから送られてきた自己計測チャートを用いて自身の身体サイズを計測する。必要箇所
の計測値を、サンプルを元に選んだ希望の生地とともにテーラーに郵送で注文し、完成した商
品が手元に届けられるというシステムが用いられていたと考えられる。これは現代のイージー
オーダーシステムに近い形であるが、通常の仕立服と比べ手軽で敷居が低くなり、顧客の購入
意欲をより刺激したということは想像に難くない。本来であれば最低２回来店し、商品を手に
するまで大きな時間を割かれる仕立服を、自宅にいながら購入することができるというのは画
期的な販売方法であったといえるだろう。また、既製服、仕立服といった生産方法の違いにか
かわらず郵送による通信販売を行っていたという事実は、郵便配達制度への信頼感がなければ
成立しないものであり、当時の郵便配達制度の定着をうかがわせるものである。当時の人々の
生活において、インフラとしてある一定の機能を果たしていたと考えることができる。
Ⅵ　まとめ
19世紀末のアメリカでは、南北戦争を境として人口や都市の発展が続いていた。また、増え
続ける移民は新たな国家の形成へとつながっていったといえるだろう。さらに、大陸横断鉄道
の開通により広大なアメリカ国土をつなげたひとつの流通圏が誕生し、各都市が活発に流通活
動を行ったことでさらに大きな発展を遂げていった。また、これを機にアメリカ全体に急速に
鉄道が整備されていったことで郵便配達制度の発達が促され、新たなインフラが完成していっ
たといえる。通信販売は郵便配達制度が発達し、人々の生活に定着したために大きく発展して
いった。これは、郵便配達業者に依頼した荷物や手紙が確実に相手方に届くという信頼感があ
って初めて成立することである。さらに新聞、雑誌といった媒体の普及も郵便配達制度がなく
てはなしえなかったといえる。また、人々の定期購読が可能になり、広告を利用した商品宣伝
にも一定の効果が見込めるようになったことは、衣料品店側にも大きな出来事であっただろ
う。19世紀末当時発行されていた新聞「ワールド」において掲載されていた衣料品店の広告に
は、1883年当初から通信販売（mail order）という単語が使われていた。また、今回の調査に
よって既製服店、テーラーといった店の種類を問わず通信販売が行われていたことが明らかと
なった。既製服店における既製服は、顧客が商品購入を検討する以前に「誰が買っても着用す
ることができる」ことを目的として製作されている。一方でテーラーにおける仕立服は、顧客
が商品の購入を決断して採寸を行ってから製作するもので、「一人ひとりの身体に合わせて作
られた衣服」である。衣服が顧客の手元に届くまでの経緯が異なるものであり、通信販売のよ
うに職人と顧客が相対することなく衣服製作を行い、販売するという制度が画期的な販売方法
であったことは想像に難くない。しかし、新聞に掲載されている広告をみると、衣料品に関す
る広告の中でmail orderという言葉はさらに頻繁に使われるようになり、決して珍しい方法で
はなく多くの店で利用されていたことがわかる。
堀　麻衣子
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現代において通信販売は広く定着しており、電話やインターネットなどを利用することで販
売店を訪れることなく商品を購入することが一般的になっている。我々は、相対せずに購入し
た商品が手元に届くことに何の疑問も抱かず、また信頼をおいている。また、衣服は毎日着用
するものであり、身体サイズに合うことが大前提として存在する。すなわち、購入者の身体に
合うこと、商品が手元に届くことの2点に対しての信頼がなければ販売制度として成立しない。
19世紀末のアメリカにおいて通信販売が成立したのは、産業革命を経ての生産技術向上、広い
国土ゆえに発達した鉄道と郵便配達制度という複数の要因が重なったためと考えられる。以上
のことから、現代の衣生活において大きな比重を占める通信販売の原点はこの時代に成立した
と結論付けることができる。
また、本研究においては新聞広告という企業側からのアプローチを分析したにとどまってお
り、実際の通信販売制度利用者の様子をうかがい知ることができなかった。実際の利用状況に
関する分析についてはまだ研究の余地があるといえるだろう。今後も引き続き分析をすすめて
いきたい。
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